
～
進
む
桜
の
老
木
化
～

未
来
へ
つ
な
ぐ
桜
の
風
景

田
口 

孝
男
（
３
期
）

総
務
企
画
常
任
委
員
会 

委
員
長

　
倒
木
な
ど
の
安
全
対
策
は

も
ち
ろ
ん
重
要
で
す
が
、
桜

は
植
え
て
す
ぐ
に
景
観
を
形

成
で
き
る
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
将
来
に
わ
た
り
桜
の

景
観
を
守
る
た
め
に
は
、
長

期
的
な
視
点
に
よ
る
維
持
管

理
や
世
代
交
代
を
見
据
え
た

取
り
組
み
が
必
要
で
す
。

　
今
あ
る
桜
は
、
先
人
た
ち

が
未
来
を
思
い
な
が
ら
長
い

年
月
を
か
け
て
育
み
残
し
て

く
だ
さ
っ
た
地
域
の
財
産
で

す
。
私
た
ち
の
世
代
も
ま

た
、
安
全
に
配
慮
し
つ
つ
、

景
観
、
教
育
、
観
光
、
そ
し

て
故
郷
へ
の
愛
着
と
い
う
視

点
か
ら
、
未
来
の
子
ど
も
た

ち
へ
桜
の
風
景
を
引
き
継
い

で
い
く
責
任
が
あ
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
６
月
議
会
で
は
、
公
共
施

設
等
に
お
け
る
桜
の
木
の
管

理
に
つ
い
て
一
般
質
問
を
行

い
ま
し
た
。

　
市
内
の
学
校
や
公
園
、
公

共
施
設
に
は
多
く
の
桜
が
植

え
ら
れ
、
市
民
の
皆
さ
ん
に

親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。
一
方

で
、
老
木
化
に
よ
る
樹
勢
の

低
下
や
枝
の
傷
み
が
数
多
く

見
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
い
ま
す
。
学
校
や
公
園
だ

け
で
な
く
、
こ
れ
ま
で
市
民

に
親
し
ま
れ
て
き
た
桜
の
風

景
の
中
に
は
こ
の
先
、
維
持

や
継
承
に
課
題
を
抱
え
る
場

所
も
あ
り
ま
す
。

中
学
生
ピ
ロ
リ
菌
検
査
実
施
へ

奈
良 

直
史
（
２
期
）

市
民
福
祉
常
任
委
員
会 

委
員
長

　
日
本
人
の
胃
が
ん
の
99
％

は
ピ
ロ
リ
菌
感
染
が
原
因
と

い
わ
れ
、
検
査
と
除
菌
を
進

め
る
こ
と
が
、
次
世
代
へ
の

感
染
の
連
鎖
を
断
ち
切
り
、

市
民
の
生
命
を
守
り
、
医
療

費
削
減
に
向
け
た
取
り
組
み

に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
中
学
生
は
大
人
と
ほ
ぼ
同

じ
薬
の
量
が
使
え
る
こ
と
、

ま
た
、
義
務
教
育
で
網
羅
的

な
検
査
が
で
き
る
た
め
、
理

想
の
タ
イ
ミ
ン
グ
と
も
い
え

ま
す
。
今
議
会
で
は
、
中
学

２
年
生
を
対
象
と
し
た
ピ
ロ

リ
菌
検
査
の
実
施
を
訴
え
ま

し
た
。
幸
い
、
山
口
市
長
も

同
じ
思
い
で
あ
り
、
実
施
に

向
け
た
調
整
に
入
る
こ
と
が

表
明
さ
れ
ま
し
た
の
で
実
施

を
待
ち
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
“
が
ん
〟
は
早
期
発
見
で

あ
れ
ば
９
割
が
治
癒
し
ま
す

が
、
な
ら
な
い
に
越
し
た
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
日
本
人

の
が
ん
罹
患
数
の
第
１
位
は

大
腸
、
次
い
で
胃
で
あ
り
、

胃
が
ん
の
99
％
は
ピ
ロ
リ
菌

が
原
因
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ピ
ロ
リ
菌
の
感
染
源
は
昔

は
川
や
井
戸
水
、
現
代
は
親

か
ら
の
唾
液
感
染
に
よ
り
５

歳
未
満
で
感
染
。
そ
れ
以
上

の
年
齢
で
の
感
染
は
な
い
も

の
の
、
自
覚
症
状
が
な
く
、

胃
が
ん
の
診
断
を
受
け
て
初

め
て
ピ
ロ
リ
菌
を
知
る
こ
と

も
珍
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　
議
長
公
務
と
し
て
、
議
会

関
係
は
じ
め
市
内
各
種
団
体

総
会
に
出
席
し
多
岐
に
渡
る

課
題
や
要
望
に
つ
い
て
、
現

状
を
把
握
す
る
機
会
を
与
え

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
全
国
市
議
会
議
長
会
総
会

（
８
１
５
市
区
）
に
は
、
高

市
総
理
を
は
じ
め
衆
参
議
院

議
長
や
林
総
務
大
臣
等
の
来

賓
も
出
席
さ
れ
、
会
長
提
出

議
案
と
し
て
、
①
多
様
な
人

材
の
市
議
会
へ
の
参
画
促
進

及
び
地
方
議
会
の
権
能
強
化

に
関
す
る
決
議
②
地
方
税
財

源
の
充
実
確
保
及
び
地
方
創

生
・
地
方
分
権
の
推
進
に
関

す
る
決
議
③
頻
発
・
激
甚
化

す
る
大
規
模
災
害
等
か
ら
の

防
災
・
減
災
対
策
及
び
復

旧
・
復
興
対
策
等
に
関
す
る

決
議
な
ど
に
つ
い
て
可
決
し

ま
し
た
。
ま
た
、
喫
緊
の
課

題
と
な
る
都
市
問
題
に
関
す

る
課
題
で
あ
る
上
下
水
道
の

老
化
・
防
災
対
策
の
強
化
に

つ
い
て
、
令
和
９
年
度
以
降

の
テ
ー
マ
に
学
校
の
統
廃
合

に
伴
う
諸
問
題
等
を
挙
げ
、

総
合
的
な
検
討
が
必
要
で
あ

る
と
し
て
い
ま
す
。

　
社
会
情
勢
や
海
外
情
勢
の

不
安
の
な
か
、
人
手
不
足
や

長
引
く
物
価
高
騰
な
ど
多
く

の
課
題
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
が

議
会
と
し
て
行
政
と
連
携
を

図
り
、
本
市
発
展
の
た
め
全

力
で
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

先を見据えた政策集団！
令和新時代、将来を見据えた街づく
りを目指し、若い力が結集しました。
市民の皆様の声をしっかり受け止
め、政策提言をしてまいります。
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相
川
支

所
か
ら

「
生
産
者

の
学
校
給

食
部
会
の

設
置
」

「
品
質
の

　
６
月
２
日
に
Ｊ
Ａ
あ
つ
ぎ

本
所
会
議
室
で
「
学
校
給
食

出
荷
会
議
」
を
開
催
し
ま
し

た
。
こ
の
会
議
は
、
「
学
校

給
食
へ
の
地
場
産
農
産
物
の

活
用
推
進
」
を
め
ざ
し
、
相

川
地
区
の
内
海
則
行
理
事
の

声
か
け
で
、
生
産
者
か
ら

は
、
今
井
俊
宏
・
山
口
藤
夫

両
生
産
組
合
長
、
Ｊ
Ａ
あ
つ

ぎ
か
ら
は
、
大
泉
部
長
、
馬

場
次
長
、
本
所
・
相
川
支
所

の
各
担
当
者
、
厚
木
市
か
ら

は
、
教
育
部
長
、
学
校
給
食

課
長
、
係
長
、
栄
養
士
の
皆

さ
ん
、
農
業
政
策
課
長
と
神

子
が
参
加
し
ま
し
た
。

Ｑ
：
愛
甲
石
田
駅
周
辺
の
ま

ち
づ
く
り
の
進
捗
と
方
向
性

Ａ
：
愛
甲
石
田
駅
周
辺
ま
ち

づ
く
り
基
本
構
想
に
基
づ

き
、
こ
れ
ま
で
地
域
の
皆
様

と
の
意
見
交
換
を
実
施
し
て

ま
い
り
ま
し
た
。
更
に
幅
広

い
ご
意
見
を
伺
う
た
め
、
宿

愛
甲
商
工
振
興
会
主
催
の
夏

祭
り
「
愛
甲
三
郎
納
涼
祭

り
」
に
お
い
て
オ
ー
プ
ン
ハ

ウ
ス
形
式
で
の
意
見
募
集
を

行
い
ま
し
た
。
今
後
も
地
域

の
皆
様
か
ら
様
々
な
ご
意
見

を
い
た
だ
く
機
会
を
重
ね
、

愛
甲
石
田
駅
周
辺
の
ま
ち
づ

く
り
を
推
進
し
ま
す
。

Ｑ
：
交
通
の
要
衝
で
あ
る
愛

甲
石
田
駅
近
辺
に
ス
ポ
ー

ツ
・
文
化
・
芸
能
・
芸
術
・

防
災
機
能
を
有
す
る
施
設
を

整
備
す
る
考
え
は
。

Ａ
：
愛
甲
石
田
駅
周
辺
に
ス

ポ
ー
ツ
な
ど
の
多
様
な
機
能

を
有
し
た
施
設
を
整
備
す
る

こ
と
に
つ
い
て
は
、
社
会
情

勢
や
市
内
の
既
存
ス
ポ
ー
ツ

施
設
の
状
況
な
ど
を
考
慮

し
、
新
規
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の

整
備
を
検
討
が
生
じ
た
場
合

に
は
、
交
通
ア
ク
セ
ス
が
良

い
こ
と
や
経
済
へ
の
波
及
効

果
が
期
待
で
き
る
な
ど
、
愛

甲
石
田
駅
周
辺
は
整
備
地
と

し
て
魅
力
あ
る
地
域
で
あ
る

と
考
え
て
お
り
ま
す
。
今
後

の
状
況
に
応
じ
て
調
査
研
究

し
て
ま
い
り
ま
す
。

今
ま
で
の
愛
甲
石
田
駅
周
辺
の

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
の
一
般
質
問

髙
橋 

豊
（
３
期
）

会
派
代
表　

中
心
市
街
地
活
性
化
特
別
委
員
会 

委
員
長

よ
う
や
く
環
状
３
号
線
が

完
成
予
定
！

堀
江 

克
己
（
１
期
）

環
境
教
育
常
任
委
員
会 

委
員

消
防
行
政
並
び
に
路
上
喫
煙
の

防
止
に
つ
い
て
問
う

山
口 

保
子
（
１
期
）

広
報
広
聴
特
別
委
員
会 

副
委
員
長

Ｑ
：
少
年
消
防
ク
ラ
ブ
の
設

立
の
目
的
は
。

Ａ
：
消
防
訓
練
や
防
災
体
験

を
通
じ
て
、
将
来
の
防
災

リ
ー
ダ
ー
を
は
じ
め
、
消
防

団
員
や
消
防
職
員
を
希
望
す

る
人
材
を
育
成
し
、
地
域
防

災
力
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
を

目
的
に
発
足
す
る
も
の
で
ご

ざ
い
ま
す
。
男
女
合
わ
せ
て

55
人
の
少
年
消
防
ク
ラ
ブ
員

が
誕
生
い
た
し
ま
し
た
。
今

後
、
ク
ラ
ブ
活
動
の
充
実
を

図
り
、
家
庭
や
地
域
で
防

火
、
防
災
の
輪
を
広
げ
、
地

域
防
災
力
の
更
な
る
強
化
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

Ｑ
：
消
防
本
部
が
開
催
す
る

イ
ベ
ン
ト
の
取
組
状
況
は
。

Ａ
：
消
防
に
係
る
イ
ベ
ン
ト

を
計
画
的
に
開
催
す
る
こ
と

で
、
市
民
の
皆
様
に
、
消
防

行
政
に
対
す
る
理
解
を
深
め

て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
救

急
車
の
適
正
利
用
や
火
災
予

防
に
対
す
る
意
識
の
向
上
を

図
っ
て
お
り
ま
す
。

Ｑ
：
路
上
喫
煙
の
防
止
に
つ

い
て
現
状
と
課
題
は
。

Ａ
：
路
上
喫
煙
が
罰
則
の
対

象
と
な
る
こ
と
、
禁
止
区
域

が
拡
大
す
る
こ
と
に
関
し
て

周
知
を
徹
底
す
る
と
と
も

に
、
禁
止
区
域
内
に
指
定
す

る
喫
煙
場
所
を
ど
の
よ
う
に

設
置
・
運
用
す
る
の
か
が
重

要
な
課
題
で
あ
る
と
考
え
ま

す
。

全
国
市
議
会
議
長
会

総
会
等
に
出
席

瀧
口 

慎
太
郎
（
４
期
）

議
長　

環
境
教
育
常
任
委
員
会 

委
員

小
中
学
校
給
食

地
場
産
食
材
拡
大
に
向
け
て

神
子 

雅
人
（
６
期
）

厚
木
市
監
査
委
員　

総
務
企
画
常
任
委
員
会 

委
員

Ｑ
：
環
状
３
号
線
の
現
状
は

Ａ
：
愛
名
地
内
の
宮
地
交
差

点
か
ら
、
下
古
沢
地
内
の
市

道
籏
谷
上
古
沢
線
と
の
交
差

点
ま
で
の
延
長
約
１
，
７
０

０
メ
ー
ト
ル
の
区
間
に
つ
い

て
整
備
を
進
め
て
い
る
と
こ

ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
の
う

ち
起
点
付
近
の
県
道
６
３
号

や
市
道
愛
名
森
の
里
線
と
の

交
差
点
改
良
工
事
を
進
め
る

と
と
も
に
、
終
点
付
近
の
延

長
約
１
３
５
メ
ー
ト
ル
区
間

の
道
路
改
良
工
事
に
は
、
今

年
度
か
ら
着
手
し
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
、
占
用
物
件
の

移
設
や
支
障
物
件
の
撤
去
な

ど
に
よ
り
工
事
の
工
程
が
遅

れ
て
お
り
ま
し
た
が
、
現
在

は
そ
れ
ら
の
課
題
も
解
消

し
、
順
調
に
工
事
が
進
め

ば
、
年
内
に
は
完
成
す
る
予

定
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

Ｑ
：
近
隣
市
で
は
、
消
火
栓

付
近
に
放
水
器
具
や
結
合
金

具
を
収
納
す
る
収
納
箱
を
設

置
し
て
い
る
そ
う
で
す
が
、

本
市
で
は
収
納
箱
の
設
置
を

ど
う
お
考
え
で
す
か
。

Ａ
：
そ
れ
ぞ
れ
収
納
し
て
い

る
内
容
は
異
な
り
ま
す
が
、

大
和
市
、
座
間
市
、
秦
野
市

平
塚
市
、
愛
川
町
で
は
設
置

し
て
い
る
と
聞
い
て
お
り
ま

す
。
現
状
に
お
い
て
本
市
で

は
設
置
の
予
定
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
様
々
な
角
度
か
ら
調

査
研
究
し
て
ま
い
り
ま
す
。

担
保
」
「
出
荷
計
画
管
理
」

な
ど
今
後
の
改
善
策
を
掲
げ

た
厚
木
市
宛
て
の
提
案
書
を

資
料
と
し
、
地
場
産
食
材
の

活
用
を
拡
大
す
る
意
向
の
学

校
給
食
課
と
有
意
義
か
つ
建

設
的
な
議
論
を
交
わ
し
ま
し

た
。

　

今
後
は
、
生
産
者
、
Ｊ

Ａ
、
厚
木
市
が
連
携
し
て
会

議
を
重
ね
、
課
題
を
解
決

し
、
地
場
農
産
物
の
活
用
を

積
極
的
に
推
進
す
る
こ
と
で

合
意
し
ま
し
た
。


